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はじめに

概要
SunOSリファレンスマニュアルは、初めて SunOSを使用するユーザーやすでにある
程度の知識を持っているユーザーのどちらでも対応できるように解説されていま
す。このマニュアルを構成するマニュアルページは一般に参照マニュアルとして作
られており、チュートリアルな要素は含んでいません。それぞれのコマンドを実行
すると、どのような結果が得られるかについて、詳しく説明されています。なお、
各マニュアルページの内容はオンラインでも参照することができます。

このマニュアルは、マニュアルページの内容によっていくつかのセクションに分か
れています。各セクションについて以下に簡単に説明します。

■ セクション 1は、オペレーティングシステムで使えるコマンドを説明します。
■ セクション 1Mは、システム保守や管理用として主に使われるコマンドを説明し
ます。

■ セクション 2は、すべてのシステムコールについて説明します。ほとんどのシス
テムコールに 1つまたは複数のエラーがあります。エラーの場合、通常ありえな
い戻り値が返されます。

■ セクション 3は、さまざまなライブラリ中の関数について説明します。ただし、
UNIXシステムプリミティブを直接呼び出す関数については、セクション 2で説
明しています。

■ セクション 4は、各種ファイルの形式について説明します。また、ファイル形式
を宣言するC構造体を適用できる場合には随時説明しています。

■ セクション 5は、文字セットテーブルなど他のセクションには該当しないものに
ついて説明します。

■ セクション 7は、特殊なハードウェア周辺装置またはデバイスドライバに関する
さまざまな特殊ファイルについて説明します。STREAMSソフトウェアドライ
バ、モジュール、またはシステムコールの STREAMS汎用セットについても説明
します。

■ セクション 9は、カーネル環境でデバイスドライバを記述するのに必要な参照情
報を提供します。ここでは、デバイスドライバインタフェース (DDI)とドライ
バ/カーネルインタフェース (DKI)という 2つのデバイスドライバインタフェース
仕様について説明します。
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■ セクション 9Fは、デバイスドライバが使用できるカーネル関数について説明しま
す。

以下に、このマニュアルの項目を表記されている順に説明します。ほとんどのマ
ニュアルページが下記の項目からなる共通の書式で書かれていますが、必要でない
項目については省略されています。たとえば、記述すべきバグがコマンドにない場
合などは、「使用上の留意点」という項目はありません。各マニュアルページの詳
細は各セクションの introを、マニュアルページの一般的な情報については man(1)を
参照してください。

名前 コマンドや関数の名称と概略が示されています。

形式 コマンドや関数の構文が示されています。標準パスにコマンドや
ファイルが存在しない場合は、フルパス名が示されます。字体
は、コマンド、オプションなどの定数にはボールド体 (bold)を、
引数、パラメータ、置換文字などの変数にはイタリック体 (Italic)
または <日本語訳>を使用しています。オプションと引数の順番
は、アルファベット順です。特別な指定が必要な場合を除いて、
1文字の引数、引数のついたオプションの順に書かれています。

以下の文字がそれぞれの項目で使われています。

[ ] このかっこに囲まれたオプションや引数は省略できま
す。このかっこが付いていない場合には、引数を必ず
指定する必要があります。

. . . 省略符号。前の引数に変数を付けたり、引数を複数指
定したりできることを意味します (例: ‘ filename . . .')。

| 区切り文字 (セパレータ)。この文字で分割されている
引数のうち 1つだけを指定できます。

{ } この大かっこに囲まれた複数のオプションや引数は省
略できます。かっこ内を 1組として扱います。

プロトコル この項が使われているのは、プロトコルが記述されているファイ
ルを示すサブセクション 3Rだけです。パス名は常にボールド体
(bold)で示されています。

機能説明 コマンドの機能とその動作について説明します。実行時の詳細を
説明していますが、オプションの説明や使用例はここでは示され
ていません。対話形式のコマンド、サブコマンド、リクエスト、
マクロ、関数などに関しては「使用法」で説明します。

IOCTL セクション 7だけに使用される項です。ioctl(2)システムコール
へのパラメータは ioctlと呼ばれ、適切なパラメータを持つデバ
イスクラスのマニュアルページだけに記載されています。特定の
デバイスに関する ioctlは、(そのデバイスのマニュアルページ
に)アルファベット順に記述されています。デバイスの特定のク

はじめに
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ラスに関する ioctlは、mtio(7I)のように ioで終わる名前が付い
ているデバイスクラスのマニュアルページに記載されています。

オプション 各オプションがどのように実行されるかを説明しています。「形
式」で示されている順に記述されています。オプションの引数は
この項目で説明され、必要な場合はデフォルト値を示します。

オペランド コマンドのオペランドを一覧表示し、各オペランドがコマンドの
動作にどのように影響を及ぼすかを説明しています。

出力 コマンドによって生成される出力 (標準出力、標準エラー、また
は出力ファイル)を説明しています。

戻り値 値を返す関数の場合、その値を示し、値が返される時の条件を説
明しています。関数が 0や -1のような一定の値だけを返す場合
は、値と説明の形で示され、その他の場合は各関数の戻り値につ
いて簡単に説明しています。voidとして宣言された関数はこの項
では扱いません。

エラー 失敗の場合、ほとんどの関数はその理由を示すエラーコードを
errno変数の中に設定します。この項ではエラーコードをアル
ファベット順に記述し、各エラーの原因となる条件について説明
します。同じエラーの原因となる条件が複数ある場合は、エラー
コードの下にそれぞれの条件を別々のパラグラフで説明していま
す。

使用法 この項では、使用する際の手がかりとなる説明が示されていま
す。特定の決まりや機能、詳しい説明の必要なコマンドなどが示
されています。組み込み機能については、以下の小項目で説明し
ています。

コマンド
修飾子
変数
式
入力文法

使用例 コマンドや関数の使用例または使用方法を説明しています。でき
るだけ実際に入力するコマンド行とスクリーンに表示される内容
を例にしています。例の中には必ず example%のプロンプトが出
てきます。スーパーユーザーの場合は example#のプロンプトに
なります。例では、その説明、変数置換の方法、戻り値が示さ
れ、それらのほとんどが「形式」、「機能説明」、「オプ
ション」、「使用法」の項からの実例となっています。

環境 コマンドや関数が影響を与える環境変数を記述し、その影響につ
いて簡単に説明しています。

はじめに
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終了ステータス コマンドが呼び出しプログラムまたはシェルに返す値と、その状
態を説明しています。通常、正常終了には 0が返され、0以外の
値はそれぞれのエラー状態を示します。

ファイル マニュアルページが参照するファイル、関連ファイル、およびコ
マンドが作成または必要とするファイルを示し、各ファイルにつ
いて簡単に説明しています。

属性 属性タイプとその対応する値を定義することにより、コマンド、
ユーティリティ、およびデバイスドライバの特性を一覧していま
す。詳細は attributes(5)を参照してください。

関連項目 関連するマニュアルページ、当社のマニュアル、および一般の出
版物が示されています。

診断 エラーの発生状況と診断メッセージが示されています。メッセー
ジはボールド体 (bold)で、変数はイタリック体 (Italic)または <日
本語訳>で示されており、Cロケール時の表示形式です。

警告 作業に支障を与えるような現象について説明しています。診断
メッセージではありません。

注意事項 それぞれの項に該当しない追加情報が示されています。マニュア
ルページの内容とは直接関係のない事柄も参照用に扱っていま
す。ここでは重要な情報については説明していません。

使用上の留意点 すでに発見されているバグについて説明しています。可能な場合
は対処法も示しています。

はじめに
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参 照
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Intro_jfp, intro_jfp – JFPコマンドおよびアプリケーションプログラムの序章

本セクションでは、JFPが提供するコマンドについてアルファベット順に説明しま
す。

詳細は、『JFPリファレンスマニュアル』の各セクションを参照してください。

■ JFPシステム管理のコマンドについては、本マニュアルのセクション 1Mを参照
してください。

■ JFPファイルの形式については、本マニュアルのセクション 4を参照してくださ
い。

■ 公式に使用できる JFPファイルやさまざまな情報については、本マニュアルの
セクション 5を参照してください。

特に説明しないかぎり、マニュアルページの「形式」の項で記述されるコマンド
は、以下の構文に従ってオプションやその他の引数を受け付けます。そして、以
下のように解釈されなければなりません。

name [–option...] [cmdarg...]

[ ] 必須ではない option (オプション)や cmdarg (引数)を囲みます。

... option (オプション)や cmdarg (引数が)複数回発生することを意味
します。

name 実行可能ファイルの名前です。

{ } 中括弧で囲まれた、オプションまたは引数 (および両方 )は独立
しており、括弧内のすべてを 1つの単位として扱わなければな
りません。

option (常に ‘‘–''が先行します。) noargletter...または、 argletter optarg[,...]

noargletter 引数が必要ないオプション 1文字を表します。複数の noargletter
を指定する場合、 1つの ‘‘–''の後にまとめて指定できます (後述
のルール 5)。

argletter 引数が必要なオプション 1文字を表します。

optarg argletterに必要なオプション引数 (文字列)です。複数の optargs
を argletterに指定する場合、コンマで区切る、または、タブか空
白文字で区切って引用符で囲まなければなりません (後述のルー
ル)。

cmdarg “–”で始まらないパス名 (または他のコマンドの引数)。 ‘‘–''だけ
を指定すると標準入力を表します。

ここで説明するコマンド構文のルールは、既存のコマンドすべてに適用されている
わけではありません。しかし、新規のコマンドはすべてこのルールに従う予定で
す。すべてのシェルプロシージャは getopts(1)を使って、定位置パラメタを構文解

名前

機能説明

その他のセク
ションについて

マニュアルページ
のコマンドの構文

コマンド構文規
格：ルール

Intro_jfp(1)
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析し、オプションが合法かどうかチェックしなければなりません。 getopts(1)は、
以下に説明するルール 3から 10までをサポートします。その他の規則について
は、コマンド自身がチェックしなければなりません。

1. コマンド名 (上記の name)は、 2文字から 9文字までの長さでなければなりませ
ん。

2. コマンド名は、小文字と数字だけで構成されなければなりません。
3. オプション名 (上記の option)は、 1文字でなければなりません。
4. オプションには ‘‘–''が先行しなければなりません。
5. 引数なしのオプションは、 1つの ‘‘–''の後に複数個まとめて指定できます。
6. オプションとオプションの最初の引数 (上記の optarg)の間は、タブか空白文字
で区切らなければなりません。

7. オプションの引数は、必ず指定しなければなりません。
8. オプションに複数のオプションの引数が続く場合、それぞれをコンマで区切
る、または、タブか空白文字で区切って引用符で囲まなければなりません (たと
えば、–o xxx,z,yyや –o "xxx z yy"など)。

9. コマンド行上では、オプションはオペランド (上記の cmdarg)より前に指定しな
ければなりません。

10. ‘‘––''を使って、オプションの終わりを示すことができます。
11.オプションの相対的な順番は問題になりません。
12.オペランド (上記の cmdarg)の相対的な順番は、その位置によって、コマンドが
決めた意味に影響します。

13. ‘‘–''の前後に空白文字を指定した場合 (‘‘–''だけを指定した場合)、標準入力を表
します。

このセクション中にリストされている属性については attributes(5)のマニュアル
ページを参照してください。

getopts(1), wait(1), exit(2), getopt(3C), attributes(5)

終了時、すべてのコマンドは状態を表す 2バイトを返します。 1つは、システムか
ら提供され、終了の原因を示します。もう 1つ (正常な終了において)は、プログラ
ムから提供されます ( exit(2)を参照)。前のバイトが 0の場合、正常な終了を表し
ます。後のバイトが 0の場合、正常な実行を表します。後のバイトがゼロでない
場合、間違った引数を指定した、または不良で受け入れることができないデータを
指定したなどの障害を示します。このバイトは、「終了コード」、「終了状
態」、「リターンコード」などさまざまな呼ばれ方をします。そして、特別な使
い方がある場合に限って説明されます。

属性

関連項目

診断

Intro_jfp(1)

序章 11



ヌル文字を含むファイルを処理しているときに、予測していなかった結果を出すコ
マンドがあります。通常このようなコマンドはテキスト入力行を文字列として
扱っているので、行中のヌル文字 (つまり文字列の終端)に出合うと混乱してしま
うからです。

名前 説明

Intro_jfp(1) JFPコマンドおよびアプリケーションプログラムの序
章

atok(1) ATOK for Solaris日本語入力システム

atokx2cvttool(1) ATOK for Solaris環境移行支援ツール（CUI版）

xatokx2cvttool(1) ATOK for Solaris環境移行支援ツール（GUI版）

atok12(1) ATOK12日本語入力システム

atok12migd(1) ATOK8からATOK12への辞書移行コマンド

atok12migs(1) ATOK8からATOK12へのスタイル設定移行

atok12setup(1) ATOK12をX環境で使用する日本語入力システムにす
る

cs00toatok(1) cs00ユーザー辞書からATOKユーザー辞書への変換

euctoibmj(1) 日本語 EUC、IBM日本語コード間のコード変換

euctojis(1) jistoeuc(1)を参照

euctosj(1) jistoeuc(1)を参照

evftobdf(1) evfontからX11 BDF 2.1フォーマットへの変換

ibmjtoeuc(1) euctoibmj(1)を参照

jistoeuc(1) JIS、PC漢字、日本語 EUC間のコード変換

jistosj(1) jistoeuc(1)を参照

jpostprint(1) 日本語 PostScriptプリンタに日本語テキストを出力す
るためのフィルタ

jprconv(1) ドットマトリックス漢字プリンタ、日本語ページプリ
ンタで日本語テキストを印刷するためのフィルタ

jtops(1) Sun LaserWriterまたは日本語 PostScript プリンタに日
本語ファイルを出力するためのフィルタ

jtty(1) TTY/STREAMSに対する日本語処理環境の設定または
変更

kanji(1) 漢字コードの一覧表を表示

警告

コマンド一覧

Intro_jfp(1)
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kkcvtocs00(1) kkcvユーザー辞書から cs00ユーザー辞書への変換

sdtudctool(1) Solaris外字ツール

sdtudc_convert(1) ユーザー定義文字変換ユーティリティ

sdtudc_extract(1) ユーザー定義文字変換ユーティリティ

sdtudc_extract_ps(1) ユーザー定義文字変換ユーティリティ

sdtudc_register(1) ユーザー定義文字辞書登録用中間ユーティリティ

sjtoeuc(1) jistoeuc(1)を参照

sjtojis(1) jistoeuc(1)を参照

uum(1) かな漢字変換フロントエンドプロセッサ

wnnatod(1) テキスト形式辞書からバイナリ形式辞書ヘの変換

wnndictutil(1) 辞書ユーティリティ

wnndtoa(1) バイナリ形式辞書からテキスト形式辞書ヘの変換

wnnenvutil(1) 環境設定ユーティリティ

wnnotow(1) ユーザー辞書コンバータ

wnnstat(1) かな漢字変換サーバーの状態を表示する

wnn8(1) Wnn8日本語入力システム

wnntouch(1) ファイルのヘッダーを書き換えて iノードと合わせる

xjsi(1) Wnn6かな漢字変換サーバー/httインタフェースモ
ジュール

Intro_jfp(1)
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atok, ATOK – ATOK for Solaris日本語入力システム

ATOK for Solarisは、デスクトップ環境で日本語を入力するための手段を提供しま
す。詳細はATOKパレットからヘルプを参照してください。

名前

Description

ATOK(1)

JFPリファレンスマニュアル 1 :ユーザーコマンド • 最終更新日 2006年 1月 25日16



atok, ATOK – ATOK for Solaris日本語入力システム

ATOK for Solarisは、デスクトップ環境で日本語を入力するための手段を提供しま
す。詳細はATOKパレットからヘルプを参照してください。

名前

Description

atok(1)

ユーザーコマンド 17



atok12 – ATOK12日本語入力システム

atok12

ATOK12日本語入力システムは本リリースからATOK for Solaris日本語入力システム
にバージョンアップされました。詳細はATOK for SolarisのATOKパレットから起
動されるヘルプや『ATOK for Solarisユーザーズガイド』を参照してください。
ATOK8、ATOK12で使用していたユーザーの辞書や設定をATOK for Solarisに移行す
るには atokx2cvttool(1)コマンドもしくは xatokx2cvttool(1) GUIツールを使用し
ます。詳細は atokx2cvttool(1)のマニュアルページを参照してください。

名前

形式

機能説明

atok12(1)

JFPリファレンスマニュアル 1 :ユーザーコマンド • 最終更新日 2006年 3月 9日18



atok12migd – ATOK8からATOK12への辞書移行コマンド

atok12migd [-h part_of_speech] atok8_dic atok12_dic

JSatsvu

atok12migdは、ATOK8の辞書の内容をATOK12の辞書にマージします。ユーザー
によって登録された単語だけが、ATOK12の辞書にマージされます。ATOK8システ
ム提供時に辞書に含まれていた単語はマージされません。マージ元のATOK8の辞
書の中身は、マージ処理によって破壊されたり変更されたりしません。

-h part_of_speech 品詞指定。品詞を指定することにより、マージする単語を限定
することができます。品詞はATOK8の品詞番号で指定してくだ
さい。複数の品詞を指定する場合は +で区切ってください。all
を指定した場合には、すべての品詞の単語がマージの対象とな
ります。

例 :

1

2+3

3+4+8+9

all

ATOK8
の品詞番
号

番号 名前

1 一般名詞

2 固有人名

3 固有地名

4 固有組織

5 固有一般

6 名詞サ変

7 名詞ザ変

8 名詞形動

9 独立語

10 単漢字

名前

形式

使用条件

機能説明

オプション

atok12migd(1)
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番号 名前

11 連体詞

12 接続詞

13 感動詞

14 接頭語

15 接尾辞

16 数詞

17 カ行五段

18 ガ行五段

19 サ行五段

20 タ行五段

21 ナ行五段

22 ハ行五段

23 バ行五段

24 マ行五段

25 ラ行五段

26 ワ行五段

27 一般動詞

28 カ変動詞

29 サ変動詞

30 ザ変動詞

31 形容詞

32 形容動詞

33 副詞

atok8_dic ATOK8の辞書。

atok12_dic ATOK12の辞書。

LANG,
LC_CTYPE

atok12migdは LC_CTYPEカテゴリがロケール jaまたはそれと同等なロケー
ルに指定されている場合に限り動作します。上記の環境変数の使用法に
ついては、environ(5)を参照してください。

環境

atok12migd(1)

JFPリファレンスマニュアル 1 :ユーザーコマンド • 最終更新日 2006年 3月 10日20



次の終了値を返します。

0 正常終了

1 理解できないオプション

127 その他のエラー

/usr/bin/atok12migd ATOK8からATOK12への辞書移行コマンド

environ(5)、 atokx2cvttool(1)

『日本語入力方式の概要と移行』

『ATOK for Solarisユーザーズガイド』

SIGTERMシグナルをこのプロセスに送ると終了します。

atok12migdは、ファイル名や内容に EUCコードセット 3の文字を含むファイルを扱
うことができません。

終了ステータス

ファイル

関連項目

注意事項

atok12migd(1)
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atok12migs – ATOK8からATOK12へのスタイル設定移行

atok12migs [-k | -r ] atok8_ucf atok12_sty

JSatsvu

atok12migsコマンドは、atok8_ucfで指定されたATOK8環境設定ファイル内の機能
のキーへの割り当てとローマ字変換の設定内容を、ATOK12で使用される形式に変
換し、atok12_styで指定されたATOK12スタイルファイルに出力します。

atok12_styが既に存在する場合も、その内容は参照されません。既存の atok12_sty
は、変換結果によって上書きされます。

以下のオプションを指定できます。

-k 機能のキーへの割り当てに関する設定内容だけを変換します。
ローマ字に関する設定内容は、ATOK12のデフォルトが使用され
ます。

-r ローマ字に関する設定内容だけを変換します。機能のキーへの
割り当てに関する設定内容は、ATOK12のデフォルトが使用され
ます。

以下のオペランドを指定できます。

atok8_ucf ATOK8環境設定ファイル

atok12_sty 出力先ATOK12スタイルファイル

LANG,
LC_CTYPE

atok12migsは LC_CTYPEカテゴリがロケール jaまたはそれと同等のロケー
ルに指定されている場合に限り動作します。上記の環境変数の使用法に
ついては、environ(5)を参照してください。

次の終了値を返します。

0 正常終了

1 理解できないオプション

127 その他のエラー

/usr/bin/atok12migsATOK8からATOK12へのスタイル設定移行コマンド

environ(5)、 atokx2cvttool(1)

『日本語入力方式の概要と移行』

『ATOK for Solarisユーザーズガイド』

名前

形式

使用条件

機能説明

オプション

オペランド

環境

終了ステータス

ファイル

関連項目

atok12migs(1)
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atokx2cvttool – ATOK for Solaris環境移行支援ツール（CUI版）

/usr/bin/atokx2cvttool -a | -u user [-o path_to_directory] [-i on | off]

[-k on | off] [-d all | main | off]

/usr/bin/atokx2cvttool -8 [-k on | off] [-d all | main | off]

ATOK12およびATOK8の次の設定および辞書をATOK for Solarisへ引き継ぎます。

■ 入力および変換の設定（ATOK12のみ）
■ キーおよびローマ字の設定
■ 辞書（基本辞書セットのみ、またはすべての辞書セット）

実行時にオプションで、引き継ぐ対象について指定します。

ATOK8の指定

-8 ATOK8から引き継ぐ場合に必ず指定します。

対象ユーザーの設定

ATOK12から引き継ぐ場合は、必ず -aまた -uのどちらかを指定します。ATOK8か
ら引き継ぐ場合は指定できません。

-a ATOK12のユーザデータが存在するすべてのユーザーを、引き継ぎの対
象にします。

-u user 引き継ぐATOK12のユーザーを指定します。OSに登録されているユー
ザーを指定できます。複数のユーザーを指定する場合、-uをユーザーの
数だけを指定します。

例: -u taro -u hanako

引き継ぎ元ファイルのパスの設定 (ATOK8から引き継ぐ場合は指定できません。)

-o path_to_directory 引き継ぐATOK12の辞書ファイルや設定ファイルのあ
るディレクトリを指定します(省略
時：/var/locale/ja/atokserver/users）。

引き継ぐ内容の設定 (ATOK8から引き継ぐ場合は、-iは指定できません)

-i on | off ATOK12の入力変換の設定を引き継ぐか引き継がない
かを指定します（省略時：on）。

on 引き継ぐ

off 引き継がない

名前

形式

ATOK12から引き継
ぐ

ATOK8から引き継ぐ

機能説明

オプション

atokx2cvttool(1)
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-k on | off キーとローマ字の設定を引き継ぐか引き継がないかを
指定します（省略時 off）。

on 引き継ぐ

off 引き継がない

-d all | main | off 引き継ぐ辞書を指定します（省略時：main）。

all すべての辞書セットの辞書を引き継ぐ

main 基本辞書セットの辞書を引き継ぐ

off 辞書を引き継がない

キーとローマ字の設定を引き継いでも、ATOK for Solarisで追加された機能について
は、キーカスタマイズの設定は行われません。

■ ATOK12から
ATOK12で［現在のスタイル］に設定されていたスタイルが対象となります。ス
タイル名は「旧スタイル名 (ATOK12)」となり、ATOK for Solarisの現在のスタイ
ルに設定されます。

■ ATOK8から
スタイル名は「converted (ATOK8)」となり、ATOK for Solarisの現在のスタイル
に設定されます。

■ ATOK12から
ATOK12の辞書セットのユーザー辞書がATOK17の辞書にコンバートされ、
ATOK for Solarisの辞書セットのユーザー辞書として設定されます。また、辞書
セットに設定されていたATOK12の補助辞書がATOK17の辞書にコンバートさ
れ、ATOK for Solarisの辞書セットに追加されます

■ ATOK8から
ATOK8の辞書に登録されているユーザー登録単語が、ATOK for Solarisの辞書
セットのユーザー辞書に登録されます。

■ ATOK12から
rootユーザーで実行します。

■ ATOK8から
引き継ぎたいユーザーで実行します。

/usr/bin/atokx2cvttool

以下の終了ステータスが返されます。

0 正常終了

>0 エラーが発生した

キーとローマ字
の設定

辞書

環境

ファイル

終了ステータス

atokx2cvttool(1)
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xatokx2cvttool(1)、atok12migs(1)、atok12migd(1)関連項目

atokx2cvttool(1)
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auto_ef – Auto encoding finder

/usr/bin/auto_ef [-e encoding_list] [-a] [-l level] [file ...]

/usr/bin/auto_ef -h

The auto_ef utility identifies the encoding of given file. It judges the encoding by using the
iconv code conversion, esp., by using the fact that whether a certain code conversion was
successful or not with the file, and also doing frequency analyses on the character sequences
appear in the file.

ASCII (ASCII)

ISO-2022-JP (JIS)

eucJP (Japanese EUC)

PCK (Japanese PC Kanji, CP932, Shift JIS)

UTF-8 (UTF-8)

ko_KR.euc (Korean EUC)

ko_KR.cp949 (Unified Hangul)

ISO-2022-KR (ISO-2022 Korean)

zh_CN.iso2022-CN (ISO-2022 CN/CN-EXT)

zh_CN.euc (Simplified Chinese EUC, GB2312)

GB18030 (Simplified Chinese GB18030/GBK)

zh_TW-big5 (BIG5)

zh_TW-euc (Traditional Chinese EUC)

zh_TW.hkscs (Hong Kong BIG5)

iso-8859-1 (West European, etc)

iso-8859-2 (East European, etc)

iso-8859-5 (Cyrillic, etc)

iso-8859-6 (Arabic)

iso-8859-7 (Greek)

iso-8859-8 (Hebrew)

CP1250 (windows-1250, corresponding to ISO-8859-2)

CP1251 (windows-1251, corresponding to ISO-8859-5)

CP1252 (windows-1252, corresponding to ISO-8859-1)

名前

形式

機能説明

auto_ef(1)
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CP1253 (windows-1253, corresponding to ISO-8859-7)

CP1255 (windows-1255, corresponding to ISO-8859-8)

koi8-r (corresponding to iso-8859-5)

By default auto_ef returns a single, most possible encoding for text in specified file. To get all
possible encodings for the file, use -a option.

Also by default, auto_ef uses the most fastest process to examine the file. To get more
accurate result, use -l option.

-e encoding_list can be used when you want to make auto_ef examine data with limited set of
encodings.

The following options are supported:

-h

Show usage message.

-e encoding_list
Make auto_ef examine data only with specified encodings. For example, when specified
"ko_KR.euc:ko_KR.cp949" as encoding_list, auto_ef examines text only with CP949 and
ko_KR.euc. Without this option, auto_ef examines text with the all encodings. Multiple
encodings can be specified by separating encodings using colon.

-a

Show all possible encodings in order of possibility, with scores in range between 0.0 and
1.0. Higher score means higher possibility. For example,

% auto_ef -a test_file

eucJP 0.89

zh_CN.euc 0.40

ko_KR.euc 0.01

Without this option, only one encoding with the highest score is shown.

-l level
Specify the level of judgment. Value of level can be 0, 1, 2, or 3. Level 3 produces best result
but can be slow. Level 0 is fastest but result can be less accurate than in higher levels.
Default is level 0.

The following operands are supported:

file File name to examine

例 1 examine encoding of file.

% auto_ef file

オプション

オペランド

使用例

auto_ef(1)
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例 1 examine encoding of file. (続き)

例 2 examine encoding of file at level 2.

% auto_ef -l 2 file

例 3 examine encoding of file with only eucJP or ko_KR.euc

auto_ef -e "eucJP:ko_KR.euc" file

0 Successful completion

1 An error occurred.

See attributes(5) for descriptions of the following attributes:

ATTRIBUTE TYPE ATTRIBUTE VALUE

Interface Stability Stable with exception

Availability SUNWautoef

libauto_ef(3LIB), auto_ef(3AUTO_EF),国際化対応言語環境の利用ガイド

Interface stability of output format, when option -a is specified, is Evolving. Other interfaces
are Stable.

終了ステータス

属性

関連項目

注意事項

auto_ef(1)
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cs00toatok – cs00ユーザー辞書からATOKユーザー辞書への変換

cs00toatok [filename…]

SUNWjfpu

cs00toatokは、cs00のユーザー辞書に登録されている単語をATOK12上で利用する
ために、cs00の単語リストファイルの形式からATOKの辞書ユーティリティで使用
できるテキスト形式の単語ファイルへ変換するフィルタです。

cs00toatokは filenameに指定されたファイルを読み込みます。filenameが与えられ
なければ、標準入力からファイルを読み込みます。そのファイルの内容は、cs00の
単語リストファイルの形式である必要があります。 cs00toatokは、ATOKの辞書
ユーティリティで使用できるテキスト形式の単語ファイルを標準出力に出力しま
す。cs00toatokは個々の単語を次の規則に従って変換します。

読み、単
語 (表記)

単語の読みの文字種および長さと、単語（表記）の文字種および長さを
変更しません。

品詞 変換元の単語の品詞を次に示す表に従って変換します。

cs00における品詞 ATOKにおける品詞

:N1 名詞１ 1 一般名詞

:N2 名詞２ 1 一般名詞

:M1 人名１ 2 固有人名

:M2 人名２ 2 固有人名

:T1 地名１ 3 固有地名

:T2 地名２ 3 固有地名

:NM 数詞 16 数詞

:NN 助数詞 15 接尾辞

:PR 接頭詞 14 接頭語

:SF 接尾詞 15 接尾辞

:AD 副詞 33 副詞

:CN 接続詞 12 接続詞

:RT 連体詞 11 連体詞

:AJ 形容詞 31 形容詞

:AV 形容動詞 32 形容動詞

名前

形式

使用条件

機能説明

cs00toatok(1)
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:SH サ変動詞 6 名詞サ変

:ZH ザ変動詞 7 名詞ザ変

:1V 一段活用動詞 27 一段動詞

:KV カ行五段活用動詞 17 カ行五段

:GV ガ行五段活用動詞 18 ガ行五段

:SV サ行五段活用動詞 19 サ行五段

:TV タ行五段活用動詞 20 タ行五段

:NV ナ行五段活用動詞 21 ナ行五段

:BV バ行五段活用動詞 23 バ行五段

:MV マ行五段活用動詞 24 マ行五段

:RV ラ行五段活用動詞 25 ラ行五段

:WV ワ行五段活用動詞 26 ワ行五段

:UN 分類不可 - -

:TK 単漢字 10 単漢字

:BS 文節 - -

:UN「分類不可」、:BS「文節」の品詞をもつ単語はデフォルトでは出力されませ
んが、 -aオプションを指定して出力できます。また、変換元の単語が複数の品詞
をもつ場合、 cs00toatokはその個々の品詞をもつ独立した複数の単語に変換しま
す。

-a デフォルトで出力される単語に加えて、品詞が「分類不可」または「文
節」である単語を品詞未定として出力します。

cs00toatokは、読み、単語 (表記)に対しては一切変更しません。したがって、
ATOK辞書に登録する場合は次の点に注意してください。

■ 単語の読みの文字種および長さと、単語 (表記)の文字種および長さによって
は、ATOK辞書には登録できない場合があります。

■ 単語の表記の両端が「’」 (全角の単一引用符)または「”」(全角の二重引用符)で
あると、ATOK辞書には両端の文字が取り除かれて登録されます。

■ 単語の表記に「、」(全角のコンマ)が含まれていると、ATOK辞書には登録でき
ません。

ATOK辞書へ登録するにはATOK12辞書ユーティリティを使用します。詳細は、
『ATOK12ユーザーズガイド』を参照してください。

オプション

注意事項

cs00toatok(1)
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atok12(1), atok12wordlist(4)関連項目

cs00toatok(1)
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euctoibmj, ibmjtoeuc –日本語 EUC、IBM日本語コード間のコード変換

euctoibmj [-t] [-u code] [-U] [filename…]

ibmjtoeuc [-u code] [-U] [filename…]

SUNWjfpu

euctoibmjは、指定された filenameのファイルの内容をASCII/日本語 EUCから
EBCDIC/IBM日本語コードに変換します。ibmjtoeucは、指定された filenameの
ファイルの内容を EBCDIC/IBM日本語コードからASCII/日本語 EUCに変換しま
す。これらのコマンドはいずれも変換結果を標準出力 ( stdout )に出力します。
filenameが指定されない場合には、標準入力から読み込まれます。

日本語をハンドルする場合、euctoibmjおよび ibmjtoeucjコマンドは、日本語 EUC
および IBM-Japanese間の変換のみを行います。日本語 EUC、JIS、および PC漢字間
のコード変換は、 jistoeuc(1)ファミリまたは iconv(1)によってサポートされま
す。

-u code このオプションが指定されると、印字文字に変換されないコー
ドは、euctoibmjの場合、4桁の 16進数 codeを使って指定された
IBM日本語コード (Host Code)に変換され、ibmjtoeucの場合、4
桁の 10進数 codeで指定された JIS区点コードに対応する日本語
EUCコードに変換されます。このオプションが指定されない場
合、IBM日本語コード (Host Code)として 4040、JIS区点コードと
して 0101が採用されます。

-U 出力はバッファリングされません (デフォルトではバッファリン
グされます)。

-t このオプションが指定されると、euctoibmjは、入力中のコード
セット 2のカタカナをコードセット 1の対応するカタカナにあら
かじめ変換して処理します。このオプションが指定されない場
合、コードセット 2のカタカナは不正なコードとして処理され
ます。

euctoibmjおよび ibmjtoeucの実行時には、環境変数 LC_CTYPEまたは LANGが、jaま
たはこれと同等な日本語ロケールに設定されていなくてはなりません。環境変数は
この順番で調べられ、有効なロケールの設定が検知された段階でロケールが決定さ
れます。

/usr/lib/jcodetables/ibmj-euc

IBM日本語コード用コード変換テーブル

iconv(1), jistoeuc(1),iconv_ja(5)

unexpected data encountered in input.

入力ファイル中に不正なコードが存在します。

名前

形式

使用条件

Description

Options

Environment
Variables

Files

See Also

Diagnostics

euctoibmj(1)

JFPリファレンスマニュアル 1 :ユーザーコマンド • 最終更新日 2003年 3月 1日32



ASCII/EBCDICの変換テーブルは 1968年 11月版CACMの 256文字標準に基づいて
います。ibm変換は、標準的ではありませんが、ある種の IBM印字トレーンの規約
に適合しています。すべての場合に満足できるような解決方法はありません。

日本語 EUCと IBM日本語コード間の変換テーブルは、JIS X 0201、JIS X 0208–1983、
および IBM漢字コード一覧表 (第 4版、1987年 9月)に基づいています。

JIS X 0212文字集合が入力された場合、 euctoibmjは変換を正しく行えません。

Bugs

euctoibmj(1)
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jistoeuc, jistosj, euctojis, euctosj, sjtojis, sjtoeuc – JIS、PC漢字、日本語 EUC間のコード
変換

jistoeuc [-8] [-U] [filename…]

jistosj [-8] [-U] [filename…]

euctojis [-8] [-U] [filename…]

euctosj [-U] [filename…]

sjtojis [-8] [-U] [filename…]

sjtoeuc [-U] [filename…]

SUNWjfpu

本コマンド群は、異なるコード規格の文字セットを相互に変換します。コマンド名
[filename...]は、指定されたファイルの内容に対して指定された変換を行い、標準出
力に書き出します。

ファイルを指定しないと、標準入力から文字を読み取り、変換します。

jistoeuc JISから日本語 EUCへの変換

jistosj JISから PC漢字への変換

euctojis 日本語 EUCから JISへの変換

euctosj 日本語 EUCから PC漢字への変換

sjtojis PC漢字から JISへの変換

sjtoeuc PC漢字から日本語 EUCへの変換

-8 jistoeuc、jistosj、sjtojis、sjtoeucは、SI/SOを使わず、8単位系 JIS
で JIS X 0201文字集合を処理、あるいはこれに変換します。

-U 出力はバッファリングされません (デフォルトではバッファリングされ
ます)。

iconv(1), iconv_ja(5)

jistoeucでは、文字集合指示エスケープ・シーケンスとして以下を処理することが
できます。

JIS X 0208指示 – \E$B、\E$(B、\E$@

JIS X 0212指示 – \E$(D

JIS X 0201 Roman指示 – \E(J、\E(H

ASCII指示 – \E(B

名前

形式

使用条件

Description

Options

See Also

Notes

euctojis(1)
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sjtojis、euctojisは文字集合指示エスケープ・シーケンスとして以下を出力しま
す。

JIS X 0208指示 – \E$B

JIS X 0212指示 – \E$(D ( sjtojisでは表示されません )
JIS X 0201 Roman指示 – \E(J

本コマンドは、原則として入力ファイル中の各コードが正しいかどうかの確認は行
いません。また PC漢字との相互変換においては「TOG日本ベンダ協議会推奨日本
語 EUC・シフト JIS間コード変換仕様」に基づくコード変換は行われませ
ん。iconv(1)ユーティリティがこれらの機能を提供します。 iconv(1)および
iconv_ja(5)を参照してください。

JIS X 0212文字集合が入力された場合、jistosjおよび euctosjは変換を正しく行え
ません。euctosj、sjtoeuc、jistosj、sjtojisについては、JIS X 0208 1区 – 84区だ
けが変換の対象になります。

Bugs

euctojis(1)
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jistoeuc, jistosj, euctojis, euctosj, sjtojis, sjtoeuc – JIS、PC漢字、日本語 EUC間のコード
変換

jistoeuc [-8] [-U] [filename…]

jistosj [-8] [-U] [filename…]

euctojis [-8] [-U] [filename…]

euctosj [-U] [filename…]

sjtojis [-8] [-U] [filename…]

sjtoeuc [-U] [filename…]

SUNWjfpu

本コマンド群は、異なるコード規格の文字セットを相互に変換します。コマンド名
[filename...]は、指定されたファイルの内容に対して指定された変換を行い、標準出
力に書き出します。

ファイルを指定しないと、標準入力から文字を読み取り、変換します。

jistoeuc JISから日本語 EUCへの変換

jistosj JISから PC漢字への変換

euctojis 日本語 EUCから JISへの変換

euctosj 日本語 EUCから PC漢字への変換

sjtojis PC漢字から JISへの変換

sjtoeuc PC漢字から日本語 EUCへの変換

-8 jistoeuc、jistosj、sjtojis、sjtoeucは、SI/SOを使わず、8単位系 JIS
で JIS X 0201文字集合を処理、あるいはこれに変換します。

-U 出力はバッファリングされません (デフォルトではバッファリングされ
ます)。

iconv(1), iconv_ja(5)

jistoeucでは、文字集合指示エスケープ・シーケンスとして以下を処理することが
できます。

JIS X 0208指示 – \E$B、\E$(B、\E$@

JIS X 0212指示 – \E$(D

JIS X 0201 Roman指示 – \E(J、\E(H

ASCII指示 – \E(B

名前

形式

使用条件

Description

Options

See Also

Notes

euctosj(1)
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sjtojis、euctojisは文字集合指示エスケープ・シーケンスとして以下を出力しま
す。

JIS X 0208指示 – \E$B

JIS X 0212指示 – \E$(D ( sjtojisでは表示されません )
JIS X 0201 Roman指示 – \E(J

本コマンドは、原則として入力ファイル中の各コードが正しいかどうかの確認は行
いません。また PC漢字との相互変換においては「TOG日本ベンダ協議会推奨日本
語 EUC・シフト JIS間コード変換仕様」に基づくコード変換は行われませ
ん。iconv(1)ユーティリティがこれらの機能を提供します。 iconv(1)および
iconv_ja(5)を参照してください。

JIS X 0212文字集合が入力された場合、jistosjおよび euctosjは変換を正しく行え
ません。euctosj、sjtoeuc、jistosj、sjtojisについては、JIS X 0208 1区 – 84区だ
けが変換の対象になります。

Bugs

euctosj(1)
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evftobdf – evfontからX11 BDF 2.1フォーマットへの変換

evftobdf [-t] [-p propertyfile] filename…

SUNWjfpu

evftobdfは、X11/NeWSウィンドウシステムで使用するフォントを作成するために
使用し、evfontフォントフォーマットからX11 BDF 2.1フォントフォーマットへ変換
します。

-t BDFフォントからプロパティ部分を抽出して標準出力に出力します。
フォントのフォーマット変換は行いません。この場合、指定するファイ
ル名のファイルは BDFフォーマット にする必要があります。evfには
出力する evfontのファイル名を指定します。

-p

propertyfile
BDFのプロパティ部分を propertyfileから取り込みます。1つの propertyfile
の中に 2つの文字セットのプロパティを定義することができます。この
場合、各文字セットは、{と }のブロックで区切られます。

名前

形式

使用条件

機能説明

オプション

evftobdf(1)
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euctoibmj, ibmjtoeuc –日本語 EUC、IBM日本語コード間のコード変換

euctoibmj [-t] [-u code] [-U] [filename…]

ibmjtoeuc [-u code] [-U] [filename…]

SUNWjfpu

euctoibmjは、指定された filenameのファイルの内容をASCII/日本語 EUCから
EBCDIC/IBM日本語コードに変換します。ibmjtoeucは、指定された filenameの
ファイルの内容を EBCDIC/IBM日本語コードからASCII/日本語 EUCに変換しま
す。これらのコマンドはいずれも変換結果を標準出力 ( stdout )に出力します。
filenameが指定されない場合には、標準入力から読み込まれます。

日本語をハンドルする場合、euctoibmjおよび ibmjtoeucjコマンドは、日本語 EUC
および IBM-Japanese間の変換のみを行います。日本語 EUC、JIS、および PC漢字間
のコード変換は、 jistoeuc(1)ファミリまたは iconv(1)によってサポートされま
す。

-u code このオプションが指定されると、印字文字に変換されないコー
ドは、euctoibmjの場合、4桁の 16進数 codeを使って指定された
IBM日本語コード (Host Code)に変換され、ibmjtoeucの場合、4
桁の 10進数 codeで指定された JIS区点コードに対応する日本語
EUCコードに変換されます。このオプションが指定されない場
合、IBM日本語コード (Host Code)として 4040、JIS区点コードと
して 0101が採用されます。

-U 出力はバッファリングされません (デフォルトではバッファリン
グされます)。

-t このオプションが指定されると、euctoibmjは、入力中のコード
セット 2のカタカナをコードセット 1の対応するカタカナにあら
かじめ変換して処理します。このオプションが指定されない場
合、コードセット 2のカタカナは不正なコードとして処理され
ます。

euctoibmjおよび ibmjtoeucの実行時には、環境変数 LC_CTYPEまたは LANGが、jaま
たはこれと同等な日本語ロケールに設定されていなくてはなりません。環境変数は
この順番で調べられ、有効なロケールの設定が検知された段階でロケールが決定さ
れます。

/usr/lib/jcodetables/ibmj-euc

IBM日本語コード用コード変換テーブル

iconv(1), jistoeuc(1),iconv_ja(5)

unexpected data encountered in input.

入力ファイル中に不正なコードが存在します。

名前

形式

使用条件

Description

Options

Environment
Variables

Files

See Also

Diagnostics

ibmjtoeuc(1)
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ASCII/EBCDICの変換テーブルは 1968年 11月版CACMの 256文字標準に基づいて
います。ibm変換は、標準的ではありませんが、ある種の IBM印字トレーンの規約
に適合しています。すべての場合に満足できるような解決方法はありません。

日本語 EUCと IBM日本語コード間の変換テーブルは、JIS X 0201、JIS X 0208–1983、
および IBM漢字コード一覧表 (第 4版、1987年 9月)に基づいています。

JIS X 0212文字集合が入力された場合、 euctoibmjは変換を正しく行えません。

Bugs

ibmjtoeuc(1)
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jistoeuc, jistosj, euctojis, euctosj, sjtojis, sjtoeuc – JIS、PC漢字、日本語 EUC間のコード
変換

jistoeuc [-8] [-U] [filename…]

jistosj [-8] [-U] [filename…]

euctojis [-8] [-U] [filename…]

euctosj [-U] [filename…]

sjtojis [-8] [-U] [filename…]

sjtoeuc [-U] [filename…]

SUNWjfpu

本コマンド群は、異なるコード規格の文字セットを相互に変換します。コマンド名
[filename...]は、指定されたファイルの内容に対して指定された変換を行い、標準出
力に書き出します。

ファイルを指定しないと、標準入力から文字を読み取り、変換します。

jistoeuc JISから日本語 EUCへの変換

jistosj JISから PC漢字への変換

euctojis 日本語 EUCから JISへの変換

euctosj 日本語 EUCから PC漢字への変換

sjtojis PC漢字から JISへの変換

sjtoeuc PC漢字から日本語 EUCへの変換

-8 jistoeuc、jistosj、sjtojis、sjtoeucは、SI/SOを使わず、8単位系 JIS
で JIS X 0201文字集合を処理、あるいはこれに変換します。

-U 出力はバッファリングされません (デフォルトではバッファリングされ
ます)。

iconv(1), iconv_ja(5)

jistoeucでは、文字集合指示エスケープ・シーケンスとして以下を処理することが
できます。

JIS X 0208指示 – \E$B、\E$(B、\E$@

JIS X 0212指示 – \E$(D

JIS X 0201 Roman指示 – \E(J、\E(H

ASCII指示 – \E(B

名前

形式

使用条件

Description

Options

See Also

Notes

jistoeuc(1)
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sjtojis、euctojisは文字集合指示エスケープ・シーケンスとして以下を出力しま
す。

JIS X 0208指示 – \E$B

JIS X 0212指示 – \E$(D ( sjtojisでは表示されません )
JIS X 0201 Roman指示 – \E(J

本コマンドは、原則として入力ファイル中の各コードが正しいかどうかの確認は行
いません。また PC漢字との相互変換においては「TOG日本ベンダ協議会推奨日本
語 EUC・シフト JIS間コード変換仕様」に基づくコード変換は行われませ
ん。iconv(1)ユーティリティがこれらの機能を提供します。 iconv(1)および
iconv_ja(5)を参照してください。

JIS X 0212文字集合が入力された場合、jistosjおよび euctosjは変換を正しく行え
ません。euctosj、sjtoeuc、jistosj、sjtojisについては、JIS X 0208 1区 – 84区だ
けが変換の対象になります。

Bugs

jistoeuc(1)
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jistoeuc, jistosj, euctojis, euctosj, sjtojis, sjtoeuc – JIS、PC漢字、日本語 EUC間のコード
変換

jistoeuc [-8] [-U] [filename…]

jistosj [-8] [-U] [filename…]

euctojis [-8] [-U] [filename…]

euctosj [-U] [filename…]

sjtojis [-8] [-U] [filename…]

sjtoeuc [-U] [filename…]

SUNWjfpu

本コマンド群は、異なるコード規格の文字セットを相互に変換します。コマンド名
[filename...]は、指定されたファイルの内容に対して指定された変換を行い、標準出
力に書き出します。

ファイルを指定しないと、標準入力から文字を読み取り、変換します。

jistoeuc JISから日本語 EUCへの変換

jistosj JISから PC漢字への変換

euctojis 日本語 EUCから JISへの変換

euctosj 日本語 EUCから PC漢字への変換

sjtojis PC漢字から JISへの変換

sjtoeuc PC漢字から日本語 EUCへの変換

-8 jistoeuc、jistosj、sjtojis、sjtoeucは、SI/SOを使わず、8単位系 JIS
で JIS X 0201文字集合を処理、あるいはこれに変換します。

-U 出力はバッファリングされません (デフォルトではバッファリングされ
ます)。

iconv(1), iconv_ja(5)

jistoeucでは、文字集合指示エスケープ・シーケンスとして以下を処理することが
できます。

JIS X 0208指示 – \E$B、\E$(B、\E$@

JIS X 0212指示 – \E$(D

JIS X 0201 Roman指示 – \E(J、\E(H

ASCII指示 – \E(B

名前

形式

使用条件

Description

Options

See Also

Notes

jistosj(1)
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sjtojis、euctojisは文字集合指示エスケープ・シーケンスとして以下を出力しま
す。

JIS X 0208指示 – \E$B

JIS X 0212指示 – \E$(D ( sjtojisでは表示されません )
JIS X 0201 Roman指示 – \E(J

本コマンドは、原則として入力ファイル中の各コードが正しいかどうかの確認は行
いません。また PC漢字との相互変換においては「TOG日本ベンダ協議会推奨日本
語 EUC・シフト JIS間コード変換仕様」に基づくコード変換は行われませ
ん。iconv(1)ユーティリティがこれらの機能を提供します。 iconv(1)および
iconv_ja(5)を参照してください。

JIS X 0212文字集合が入力された場合、jistosjおよび euctosjは変換を正しく行え
ません。euctosj、sjtoeuc、jistosj、sjtojisについては、JIS X 0208 1区 – 84区だ
けが変換の対象になります。

Bugs

jistosj(1)
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jpostprint –日本語 PostScriptプリンタに日本語テキストを出力するためのフィルタ

jpostprint [-c number] [-f name] [-l number] [-m number] [-n number] [-o list]
[-p mode] [-r number] [-s number] [-t number] [-x number] [-y number]
[-u path] [filename…]

/usr/lib/lp/postscript/jpostprint

SUNWjfpu

jpostprintは、標準入力から日本語文字を読み込み、日本語 PostScriptに変換して
標準出力に書き出します。入力ファイルを指定しない場合、あるいは –が入力
ファイルとして指定された場合は、標準入力から読み取ります。入力文字コードに
UDC (ユーザー定義文字)、JIS X 0212、IBM拡張文字、あるいはNEC選定 IBM拡張
文字が含まれている場合、これらのフォントも出力します。その他の文字の場合は
プリンタ側のフォントを使用します。UDCは sdtudctool(1)により作成します。JIS
X 0212、IBM拡張文字、あるいはNEC選定 IBM拡張文字を出力するには、
SUNWjcs3fパッケージが別に必要です。

-c

number
各ページのコピー枚数を指定します。デフォルトは 1枚です。

-f name 印刷に使用するフォントを指定します。以下を指定することにより、JIS
X 0208, JIS X 0201カタカナ文字集合のフォントが変更できます。

Ryumin-Light (Ryumin-Light-Hと同じ)
Ryumin-Light-H
GothicBBB-Medium (GothicBBB-Medium-Hと同じ)
GothicBBB-Medium-H
Ryumin-Light-V
GothicBBB-Medium-V

ASCII部分のフォントは、次のフォントも使用できます。

JIS X 0201
ローマ文
字集合

Ryumin-Light.Hankaku

GothicBBB-Medium.Hankaku

英文
フォント

Courier

LucidaSans-Typewriter

同時に指定する場合は、次のように +を間に入れます。

GothicBBB-Medium.Hankaku+GothicBBB-Medium

名前

形式

使用条件

機能説明

オプション

jpostprint(1)
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デフォルトは、ASCII部分はCourier、JIS X 0208と JIS X 0201のカタカナ
部分はRyumin-Light-Hです。なお、JIS X 0212、VDC (ベンダー定義文
字)、およびUDCのフォントは変更できません。

-l

number
1ページの行数を指定します。デフォルトは 66行です。0を設定する
と、jpostprintは使用しているフォントのポイントサイズに従って適当
なページ数を設定します。

-m

number
numberを指定して、論理ページを拡大します。ページは、ページの左上
を原点として均一に拡大縮小されます。デフォルトは、1.0です。

-n

number
1ページあたり number個の論理ページで印刷します。numberは自然数で
す。デフォルトは 1です。

-o list listで指定した範囲のページを印刷します。listはページ番号Nと範囲
N1–N2で構成されます。N1が指定されないときは最初のページから、
N2が指定されないときは最後のページまでと認識されます。ページ範囲
は、物理ページではなく論理ページ単位で指定します。たとえば、物理
ページ 1ページ当たりの論理ページが 2のとき、listとして 4ページまで
を指定すると (–4)、実際には 2ページの紙が出力されます。

-p mode 縦長 (ポートレイトモード)か横長 (ランドスケープモード)かを指定しま
す。modeの最初の文字が pの場合には縦長、lの場合には横長になりま
す。デフォルトは縦長です。これは物理ページでなく、論理ページに対
して指定します。たとえば、論理ページ 2のときの縦長出力は、物理
ページでは横長出力になります。

-r

number
‘\r'の動きを制御します。numberが 0なら無視、1ならカラムを行頭に戻
し、2なら改行とみなします。デフォルトは 0です。

-s

number
numberのポイントサイズでファイルを出力します。横長の場合は、
numberがデバイスの表示領域によって調整されます。縦長出力時のデ
フォルトサイズは 10です。ポイントサイズを大きくすると、表示される
イメージの大きさが拡大します。したがって、ポイントサイズを大きく
する場合には、より大きな紙を使うか、-l0オプションで 1ページあたり
の行数を調整する必要があります。

-t

number
タブが最初のカラムから numberカラムごとにセットされているとみなし
ます。デフォルトは 8カラムごとです。

-x

number
x軸に沿って原点を numberインチ移動します。デフォルトの座標系の原
点はページの左上付近から、右に xの正方向上に yの正方向をとりま
す。デフォルト値は 0.25インチです。

-y

number
y軸に沿って原点を numberインチ移動します。デフォルトは –0.25イン
チです。

-u path UDCフォントのある pathを指定します。デフォルトは
$HOME/.Xlocale/locale/fonts/UDC/Type1/UDCxx.pfa、jpostprint.conf

jpostprint(1)
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ファイルの fontpath udcの内容の順に調べます。

新しい論理ページは 66行目を出力したあとか、\f文字を読み込んだあとから始ま
ります。1ページの行数は -lオプションを使って変更できます。非出力文字は無視
されます。

file1と file2を横長で出力するには、次のコマンドを実行します。

example% jpostprint -pland file1 file2

論理ページ 2で印刷するには、次のコマンドを実行します。

example% jpostprint -n2 file

UDCフォントとして /usr/local/UDCディレクトリにある UDC1.pfaから UDC20.pfa

のいずれかを使用するときには、次のコマンドを実行します。

example% jpostprint -u "/usr/local/UDC/UDC%d.pfa"

このコマンドを実行する場合には、ロケールを ja、ja_JP.eucJP、ja_JP.PCK、または
ja_JP.UTF-8に設定する必要があります。

/usr/lib/lp/postscript/forms.ps

/usr/lib/lp/postscript/jpostprint.ps

/usr/lib/lp/postscript/jpostprint.conf

jtops(1), postprint(1), sdtudctool(1), lpfilter(1M)

-nオプションで出力した PostScriptファイルは、印刷時のみ正しく表示します。
UDCフォントは sdtudctoolが出力するType1フォントのみ、JIS X 0212フォントは
SUNWjcs3fに含まれるType1フォントのみ対応します。

なお、UTF-8の場合、UDCに関しては 6400文字まで対応し、その他は日本語 EUC
で表現できる文字のみ対応します。

使用例

環境

ファイル

関連項目

注意事項

jpostprint(1)
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jprconv –ドットマトリックス漢字プリンタ、日本語ページプリンタで日本語テキス
トを印刷するためのフィルタ

jprconv [-T terminfo] [-r ]

/usr/lib/lp/text/jprconv

SUNWjfpu

jprconvは、ドットマトリックス漢字プリンタ (EPSON VP-5085、NEC PC-PR201)、
または日本語ページプリンタ (Canon LASERSHOT)を使用して日本語テキストを印
刷するためのフィルタです。各プリンタのコントロールコードは次の通りです。

データベース コントロールコード

EPSON VP-5085 EPSON ESC/Pの ESC/P24-J84

NEC PR201 NEC 201PL

Canon LASERSHOT LIPSに準拠したコントロールコード

上記のコントロールコードをサポートしていれば、他のプリンタでも日本語テキス
トを印刷できます。

jprconvは、標準入力から日本語文字を読み込み、各コントロールコードに変換し
て標準出力に書き出します。ユーザー定義文字、JIS X 0212、IBM拡張文字、あるい
はNEC選定 IBM拡張文字が入力文字コードに含まれている場合、これらのフォン
トも出力します。その他の文字の場合はプリンタ側のフォントを使用します。

ユーザー定義文字は sdtudctoolを使用して作成します (sdtudctool(1)参照)。また、
JIS X 0212、IBM拡張文字、あるいはNEC選定 IBM拡張文字を出力するには、さら
に SUNWjcs3fパッケージが必要です。

-T terminfoデータベースを指定します。次のいずれかを必ず指定する必要
があります。

canon-ls-408 LIPS形式の場合

nec-pr201 NEC 201PL形式の場合

epson-vp5085 ESC/P24-J84形式の場合

-r 出力時に NLを CR-NLに変換しません。デフォルトは変換します。

file1を ESC/P24-J84形式で出力するには、次のようにします。

example% jprconv -T epson-vp5085 < file1

このコマンドを実行する場合には、ロケールを ja、ja_JP.PCK、または ja_JP.UTF-8に
設定する必要があります。

名前

形式

使用条件

機能説明

オプション

使用例

環境

jprconv(1)
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/usr/lib/lp/text/jprconv.conf

/usr/share/lib/terminfo/e/epson-vp5085

/usr/share/lib/terminfo/n/nec-pr201

/usr/share/lib/terminfo/c/canon-ls-a408

jtops(1), jpostprint(1), sdtudctool(1), lpfilter(1M)

『日本語環境ユーザーズガイド』

通常、jprconvはプリンタサーバー側でフィルタとして使用されるため、jprconvコ
マンドを直接使用する必要はありません。プリンタサーバー側の設定方法は『日本
語環境ユーザーズガイド』を参照してください。

ja_JP.UTF-8ロケールでは日本語文字のみ印刷可能です。

ファイル

関連項目

注意事項

jprconv(1)
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jtops – Sun LaserWriterまたは日本語 PostScript プリンタに日本語ファイルを出力す
るためのフィルタ

jtops [-12rRjJvwWmg] [-l n] [-s size] [-f font] [filename…]

SUNWjfpu

jtopsは、標準入力から日本語文字を読み込み、Sun Laser Writerに出力するために
プリンタ側の漢字フォントを使う日本語 PostScriptに変換して、標準出力に書き出
します。

入力ファイルを指定しない場合は、標準入力ファイルから読み取ります。

特に指定のない場合、フォントサイズ 10、1ページあたり 66行で縦型に出力しま
す。

コマンド行で指定されているオプションを調べる前に、環境変数 JTOPSに設定され
ている文字列をオプションとして解釈し、設定します。

-1 1カラム出力 (デフォルト値)

-2 2カラム出力

-r 横型出力 (rotate)

-R 縦型出力 (don't rotate) (デフォルト値)

-v printer側の漢字フォントを使います (日本語 PostScriptプリンタ
対応、デフォルト値)。

-l n 1ページあたりの行数を指定します。デフォルト値は、66行で
す。

-m 日本語フォントとして明朝体を使います (デフォルト値)。

-g 日本語フォントとしてゴシック体を使います。英字フォントと
しては、-fオプションで指定しない限り、Courier-Boldを使いま
す。

-f font 英字フォントを指定します。デフォルトには、-gオプションが
指定されていない場合にはCourierが、指定されている場合には
Courier-Boldが使用されます。

-s size フォントサイズを sizeに指定します。フォントサイズを指定した
場合、1ページあたりに出力される行数は、次のように設定され
ます。

縦型: 720 / (fontsize + 1)
横型: 550 / (fontsize + 1)

名前

形式

使用条件

機能説明

オプション

jtops(1)
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-j 英数字フォントとして日本語フォントの半角英数部分を使いま
す。

-J 英数字フォントとしてCourierを使います (デフォルト値)。

-W 英数フォントが可変幅の場合を除いて、英数字と日本語の割合
を 1:2にします (デフォルト値)。

-w 英数字と日本語の割合を調整しません。

example% jtops -j -140 -s11 filename | lpr

example% pr -1120 filename | jtops -1120 -s5 | lpr

example% jtops -2r filename | lpr

このコマンドを実行する場合には、ロケールを ja、ja_JP.eucJP、ja_JP.PCK、あるい
は ja_JP.UTF-8に設定する必要があります。

expand(1), lp(1), pr(1), lpr(1B), lpfilter(1M)

jtopsは以下の文字セットのみ対応します。

■ JIS X 0201ローマ文字用図形キャラクタ集合
■ JIS X 0201カタカナ用図形キャラクタ集合
■ JIS X 0208

使用例

環境

関連項目

注意事項

jtops(1)
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jtty – TTY/STREAMSに対する日本語処理環境の設定または変更

jtty [-c y | n] [-i c] [-o c]

SUNWjfpu

jttyは現在使用しているTTY/STREAMSの日本語処理環境の値を変更します。引数
をつけなければ、現在使用しているTTY/STREAMSの日本語処理環境の値を返しま
す。

現在、日本語処理環境として定義されているのは JISコードの漢字インおよび漢字
アウト・シーケンスの 3文字目と、コード変換を行うかどうかの選択だけです。

-c y|n yを指定すると、現在プッシュされているコード変換モジュール
に対してコード変換を行うよう指示します。nを指定すると、
コード変換を行わないよう指示します。

-i c コード変換の際に用いる JISの漢字イン・シーケンスの 3文字目
を cに変更します。

-o c コード変換の際に用いる JISの漢字アウト・シーケンスの 3文字
目を cに変更します。

stty(1), jaio(7I)

名前

形式

使用条件

機能説明

オプション

関連項目

jtty(1)
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kanji –漢字コードの一覧表を表示

kanji [-j] [-s] [-e] [-k] [-K n] [-HK n] [-h]

SUNWjfpu

kanjiは、現在のロケールにおいて印字可能な文字を表形式で表示します。

オプションなしで起動した場合は、現在のロケールで使われているエンコーディン
グ番号と共に表形式で出力します。

-j JISコード番号を付けてすべての文字を出力します。

-s PC漢字コード番号を付けてすべての文字を出力します。このオ
プションは ja相当のロケールでのみ有効です。

-e 日本語 EUCを付けてすべての文字を出力します。このオプ
ションは ja_JP.PCK相当のロケールでのみ有効です。

-k JIS区点番号を付けてすべての文字を出力します。

-K n ja相当のロケールでは、JIS X 0208文字セットの n区の文字だけ
を一覧にして表示します。 ja_JP.PCK相当のロケールでは、印字
可能文字セットの n区の文字だけを一覧にして表示します。

-HK n JIS X 0212文字セットの n区の文字だけを一覧にして表示しま
す。このオプションは ja相当のロケールでのみ有効です。

-h ヘルプメッセージを出力します。

PCK(5), eucJP(5)

名前

形式

使用条件

機能説明

オプション

関連項目

kanji(1)
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kkcvtocs00 – kkcvユーザー辞書から cs00ユーザー辞書への変換

kkcvtocs00 [filename…]

SUNWjfpu

kkcvtocs00は、JLEのかな漢字変換システム kkcvのユーザー辞書単語を JFPのかな
漢字変換システムの 1つである cs00でも利用しようとする場合に使用するユー
ティリティです。kkcvtocs00はフィルタとして使用されます。filenameで指定され
たファイルが入力対象となります。filenameを省略すると、標準入力が入力対象と
なります。変換結果は標準出力に出力されます。入力対象のファイルは
kkcvdiceditが扱うことのできる「自立語ファイル」の形式でなければなりませ
ん。「自立語ファイル」の形式は行に対して定められており、kkcvtocs00はこの形
式に従わない行を発見するとエラーメッセージを画面に出力してその行を無視しま
す。

例 1ユーザー辞書からの cs00ユーザー辞書の作成例

kkcvユーザー辞書から cs00ユーザー辞書を作成するには次の手順で行います。

1. JLEシステム上であらかじめ kkcvのユーザー辞書から自立語ファイルを作成し
ておきます。

JLE% kkcvdicedit extract kkcv_u.dic kkcv_u.list

2. 次に、この自立語ファイルを JFPシステム上で udicm用の単語リストファイルに
変換します。

JFP% kkcvtocs00 kkcv_u.list > cs00_u.list

3. 最後に、この単語リストファイルから cs00ユーザー辞書を作成します。

JFP% udicm create /usr/lib/mle/ja/cs00/cs00_m.dic cs00_u.dic cs00_u.list

mdicm(1), udicm(1)

kkcvtocs00は kkcvから cs00へのユーザー辞書の継承をその唯一の目的としてお
り、 kkcvdiceditにより得られた自立語ファイルが入力ファイルとして与えられる
ことを想定しています。そのため、エラー処理は必ずしも厳密ではありません。

現在、次のエラーと警告のメッセージが定義されています。

Error: file

filename line
number: is not

kkcvdicedit

jiritsugo

format, ignored.

入力ファイル filenameの number行目の形式が正しくありませ
ん。この行は無視されます。

名前

形式

使用条件

機能説明

使用例

関連項目

診断

kkcvtocs00(1)
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Warning: file

filename line
number:
"Invalid

hinshi(s) have

found. They are

converted into

":UN".

入力ファイル filenameの number行目に無効な品詞が見つかりま
した。それらの品詞は ":UN"に変換されます。

kkcvtocs00(1)
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jistoeuc, jistosj, euctojis, euctosj, sjtojis, sjtoeuc – JIS、PC漢字、日本語 EUC間のコード
変換

jistoeuc [-8] [-U] [filename…]

jistosj [-8] [-U] [filename…]

euctojis [-8] [-U] [filename…]

euctosj [-U] [filename…]

sjtojis [-8] [-U] [filename…]

sjtoeuc [-U] [filename…]

SUNWjfpu

本コマンド群は、異なるコード規格の文字セットを相互に変換します。コマンド名
[filename...]は、指定されたファイルの内容に対して指定された変換を行い、標準出
力に書き出します。

ファイルを指定しないと、標準入力から文字を読み取り、変換します。

jistoeuc JISから日本語 EUCへの変換

jistosj JISから PC漢字への変換

euctojis 日本語 EUCから JISへの変換

euctosj 日本語 EUCから PC漢字への変換

sjtojis PC漢字から JISへの変換

sjtoeuc PC漢字から日本語 EUCへの変換

-8 jistoeuc、jistosj、sjtojis、sjtoeucは、SI/SOを使わず、8単位系 JIS
で JIS X 0201文字集合を処理、あるいはこれに変換します。

-U 出力はバッファリングされません (デフォルトではバッファリングされ
ます)。

iconv(1), iconv_ja(5)

jistoeucでは、文字集合指示エスケープ・シーケンスとして以下を処理することが
できます。

JIS X 0208指示 – \E$B、\E$(B、\E$@

JIS X 0212指示 – \E$(D

JIS X 0201 Roman指示 – \E(J、\E(H

ASCII指示 – \E(B

名前

形式

使用条件

Description

Options

See Also

Notes

sjtoeuc(1)
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sjtojis、euctojisは文字集合指示エスケープ・シーケンスとして以下を出力しま
す。

JIS X 0208指示 – \E$B

JIS X 0212指示 – \E$(D ( sjtojisでは表示されません )
JIS X 0201 Roman指示 – \E(J

本コマンドは、原則として入力ファイル中の各コードが正しいかどうかの確認は行
いません。また PC漢字との相互変換においては「TOG日本ベンダ協議会推奨日本
語 EUC・シフト JIS間コード変換仕様」に基づくコード変換は行われませ
ん。iconv(1)ユーティリティがこれらの機能を提供します。 iconv(1)および
iconv_ja(5)を参照してください。

JIS X 0212文字集合が入力された場合、jistosjおよび euctosjは変換を正しく行え
ません。euctosj、sjtoeuc、jistosj、sjtojisについては、JIS X 0208 1区 – 84区だ
けが変換の対象になります。

Bugs

sjtoeuc(1)
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jistoeuc, jistosj, euctojis, euctosj, sjtojis, sjtoeuc – JIS、PC漢字、日本語 EUC間のコード
変換

jistoeuc [-8] [-U] [filename…]

jistosj [-8] [-U] [filename…]

euctojis [-8] [-U] [filename…]

euctosj [-U] [filename…]

sjtojis [-8] [-U] [filename…]

sjtoeuc [-U] [filename…]

SUNWjfpu

本コマンド群は、異なるコード規格の文字セットを相互に変換します。コマンド名
[filename...]は、指定されたファイルの内容に対して指定された変換を行い、標準出
力に書き出します。

ファイルを指定しないと、標準入力から文字を読み取り、変換します。

jistoeuc JISから日本語 EUCへの変換

jistosj JISから PC漢字への変換

euctojis 日本語 EUCから JISへの変換

euctosj 日本語 EUCから PC漢字への変換

sjtojis PC漢字から JISへの変換

sjtoeuc PC漢字から日本語 EUCへの変換

-8 jistoeuc、jistosj、sjtojis、sjtoeucは、SI/SOを使わず、8単位系 JIS
で JIS X 0201文字集合を処理、あるいはこれに変換します。

-U 出力はバッファリングされません (デフォルトではバッファリングされ
ます)。

iconv(1), iconv_ja(5)

jistoeucでは、文字集合指示エスケープ・シーケンスとして以下を処理することが
できます。

JIS X 0208指示 – \E$B、\E$(B、\E$@

JIS X 0212指示 – \E$(D

JIS X 0201 Roman指示 – \E(J、\E(H

ASCII指示 – \E(B

名前

形式

使用条件

Description

Options

See Also

Notes

sjtojis(1)
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sjtojis、euctojisは文字集合指示エスケープ・シーケンスとして以下を出力しま
す。

JIS X 0208指示 – \E$B

JIS X 0212指示 – \E$(D ( sjtojisでは表示されません )
JIS X 0201 Roman指示 – \E(J

本コマンドは、原則として入力ファイル中の各コードが正しいかどうかの確認は行
いません。また PC漢字との相互変換においては「TOG日本ベンダ協議会推奨日本
語 EUC・シフト JIS間コード変換仕様」に基づくコード変換は行われませ
ん。iconv(1)ユーティリティがこれらの機能を提供します。 iconv(1)および
iconv_ja(5)を参照してください。

JIS X 0212文字集合が入力された場合、jistosjおよび euctosjは変換を正しく行え
ません。euctosj、sjtoeuc、jistosj、sjtojisについては、JIS X 0208 1区 – 84区だ
けが変換の対象になります。

Bugs

sjtojis(1)
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uum –かな漢字変換フロントエンドプロセッサ

/usr/bin/uum [-J | -U | -S | -T] [-j | -u | -s | -t] [-h | -H] [-x | -X]

[-k filename] [-c filename] [-r filename] [-D hostname] [-n username]
[-l number]

uumコマンドは本リリースから提供されなくなりました。

名前

形式

機能説明

uum(1)
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wnn, wnn8, Wnn8 – Wnn8日本語入力システム

Wnn8日本語入力システムは、デスクトップ環境で日本語を入力するための手段を
提供します。詳細はWnn8のドキュメントを参照してください。

名前

Description

wnn(1)
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Wnn6 – Wnn6日本語入力システム

Wnn6日本語入力システムは本リリースから提供されなくなりました。代わりに
Wnn8日本語入力システムが提供されます。詳細はwnn(1)を参照してください。

名前

機能説明

Wnn6(1)
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wnn, wnn8, Wnn8 – Wnn8日本語入力システム

Wnn8日本語入力システムは、デスクトップ環境で日本語を入力するための手段を
提供します。詳細はWnn8のドキュメントを参照してください。

名前

Description

Wnn8(1)
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wnn, wnn8, Wnn8 – Wnn8日本語入力システム

Wnn8日本語入力システムは、デスクトップ環境で日本語を入力するための手段を
提供します。詳細はWnn8のドキュメントを参照してください。

名前

Description

wnn8(1)
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wnnatod –日本語 EUCからバイナリ辞書ヘの変換

/usr/bin/wnnatod [-s num] [-R] [-S] [-r] [-N] [-n] [-P filename] [-p filename]
[-e] [-h filename] [-v] binary_dictionary_filename

wnnatodは、標準入力のテキスト形式辞書 (日本語 EUC)をバイナリ形式辞書に変換
します。

以下のオプションによって、動作を指定します。

-s num 辞書の語数より少し大きい数字を指定します。デフォルトは
70,000です。

-R 日本語 EUC形式辞書を逆変換形式辞書に変換します (デフォル
ト)。

-S 日本語 EUC形式辞書を固定形式辞書に変換します。

-r 日本語 EUC形式辞書を変換するときに、読みと漢字を反転しま
す。

-N 辞書のパスワードを「*」に設定できます。

-n 頻度のパスワードを「*」に設定できます。

-P filename 辞書のパスワードのファイル名を設定できます。

-p filename 頻度のパスワードのファイル名を設定できます。

-e 読みと候補が同一の場合 (ひらがなのみの候補)、読みから候補
データを検索できるようにします。これにより、辞書のサイズ
を小さくすることができます。

-h filename 使用する品詞データファイル名を指定します。

-v バージョン情報を表示します。

次の属性については attributes(5)のマニュアルページを参照してください。

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWjwncu

jserverrc(4)

名前

形式

機能説明

オプション

属性

関連項目

wnnatod(1)
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wnndictutil –辞書ユーティリティー

/usr/bin/wnndictutil [-D jserver_name | jserver_name:No | jserver_name/No]
[-E environment_name] [-v]

wnndictutilは、Wnn8におけるユーザー辞書の編集を行います。単語の登録や削
除/編集をはじめ、辞書コンバートなどの機能が搭載されています。

以下のオプションによって、動作を指定します。

-D jserver_name | jserver_name:No | jserver_name/No
変換サーバー jserverを、起動しているホスト名で、ポート番号を「No」で指定
します。:Noと指定すると相対ポート番号となり、jserverの標準ポート番号
(22273)にNoを加えた値をポート番号とします。例えば :1とした場合は 22274が
使用されます。/Noと指定すると絶対ポート番号となり、Noの値をそのままポー
ト番号として使用します。それぞれ省略時は localhostの標準ポート (22273)が
適用されます。

-E environment_name
環境名を指定します。使用中の環境名は wnnstatコマンドで確認できます。

-v

バージョン情報を表示します。

次の属性については attributes(5)のマニュアルページを参照してください。

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWjwncx

名前

形式

機能説明

オプション

属性

wnndictutil(1)
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wnndtoa –バイナリ辞書から日本語 EUC形式辞書ヘの変換

/usr/bin/wnndtoa [-n] [-s No] [-e] [-h part_of_speech_file_name] [-v]

binary_dictionary_filename

wnndtoaは、バイナリ形式辞書をテキスト形式辞書 (日本語 EUC)に変換します。

以下のオプションによって、動作を指定します。

-n

EUC形式辞書を、読みの「ー」、ひらがな(全角文字)、半角英数字 (ASCII文字)
の順にソートします。結果は標準出力に出力します。

-s No
Noで指定したシリアルナンバーを辞書に付加します。

-e

特殊表現に展開します。このオプションをつけると、スペース、タブなどを 8進
表現に展開します (デフォルト)。

-h part_of_speech_file_name
品詞ファイル名を指定します。デフォルトは、/usr/lib/wnn/ja_JP/hinsi.data

です。

-v

バージョン情報を表示します。

次の属性については attributes(5)のマニュアルページを参照してください。

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWjwncu

wnnatod(1)

名前

形式

機能説明

オプション

属性

関連項目

wnndtoa(1)
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wnnenvutil –ユーザー環境設定ユーティリティー

/usr/bin/wnnenvutil [-v]

wnnenvutilは、Wnn8におけるユーザー環境設定を行うことができます。

以下のオプションによって、動作を指定します。

-v バージョン情報を表示します。

次の属性については attributes(5)のマニュアルページを参照してください。

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWjwncx

名前

形式

機能説明

オプション

属性

wnnenvutil(1)
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wnnotow –ユーザー辞書コンバータ

/usr/bin/wnnotow [-i input_file] [-f format_file] [-o output_file] [-l log_file]
[-h frequency_value]

wnnotowコマンドは本リリースから提供されなくなりました。wnndicutil(1)が同等
の機能を提供します。

名前

形式

機能説明

wnnotow(1)
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wnnstat – jserverの利用状況を得る

/usr/bin/wnnstat [-w] [-e] [-E] [-f] [-F] [-d] [-D] [-J | -U | -S] [-L language]
[-V] [-v] hostname | hostname:No | hostname/No

wnnstatは、hostnameで示されるマシンで稼動している jserverの稼動状況を表示
します。

以下のオプションにより動作を指定します。

-w

ユーザー名、ホスト名、ソケット番号、環境番号を取り出します。

-e

環境番号、環境名、参照数を取り出します。

-E

環境番号、環境名、参照数、付属語、辞書数 (辞書番号)、ファイル名を取り出し
ます。

-f

辞書ファイル ID、種類、場所、参照数、ファイル名を取り出します。

-F

辞書ファイル ID、種類、場所、参照数、ファイル名を取り出します。

-d

辞書番号、種類、ニックネーム、body、ファイル名を取り出します。

-D

辞書番号、種類、正/逆変換、語数、辞書 (頻度)ファイル更新の不可、使用の不
可、プライオリティー、[ニックネーム]、body、ファイル名、[(頻度 :頻度ファイ
ル名)] [パスワード、(頻度パスワード)]を取り出します。

-U

EUCコードで出力します。

-J

JISコードで出力します。

-S

SJISコードで出力します。

-L language
LANG名を指定します。指定した言語に対応する変換サーバーの使用状況を表示
します。デフォルトは、ja_JPつまり jserverです。

-V

jserverのバージョン情報を表示します。

-v

バージョン情報を表示します。

名前

形式

機能説明

オプション

wnnstat(1)
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hostname | hostname:No | hostname/No
変換サーバーが稼働するホスト名を「hostname」で、ポート番号を「No」で指定
します。:Noと指定すると相対ポート番号となり、jserverの標準ポート番号
(22273)にNoを加えた値をポート番号とします。例えば :1とした場合は 22274が
使用されます。/Noと指定すると絶対ポート番号となり、Noの値をそのまま
ポート番号として使用します。それぞれ省略時は localhostの標準ポート (22273)
が適用されます。

次の属性については attributes(5)のマニュアルページを参照してください。

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWjwncu

属性

wnnstat(1)
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wnnsysenv_client –システム環境設定ユーティリティー

/usr/bin/wnnsysenv_client [-v]

wnnsysenv_clientは、Wnn8におけるシステム環境設定を行います。設定した内容
は、/etc/wnn以下のファイルに保存されます。wnnsysenv_clientの起動には root権
限が必要です。

以下のオプションにより動作を指定します。

-v バージョン情報を表示します。

次の属性については attributes(5)のマニュアルページを参照してください。

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWjwnsu

名前

形式

機能説明

オプション

属性

wnnsysenv_client(1)
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wnntouch –ファイルのヘッダーを書き換えて iノードと合わせる

/usr/bin/wnntouch binary_filename. ..

wnntouchコマンドは本リリースから提供されなくなりました。本リリースではこ
の機能が不要になりました。

名前

形式

機能説明

wnntouch(1)

ユーザーコマンド 73



xatokx2cvttool – ATOK for Solaris環境移行支援ツール（GUI版）

/usr/bin/xatokx2cvttool

ATOK12およびATOK8の次の設定と辞書をATOK for Solarisへ引き継ぎます。

■ 入力および変換の設定（ATOK12のみ）
■ キーおよびローマ字の設定
■ 辞書（基本辞書セットのみ、またはすべての辞書セット）

実行時に表示されるダイアログボックスで、引き継ぐ対象について指定します。

キーとローマ字の設定を引き継いでも、ATOK for Solarisで追加された機能について
は、キーカスタマイズの設定は行われません。

■ ATOK12から
ATOK12で［現在のスタイル］に設定されていたスタイルが対象となります。ス
タイル名は「旧スタイル名(ATOK12)」となり、ATOK for Solarisの現在のスタイ
ルに設定されます。

■ ATOK8から
スタイル名は「converted(ATOK8)」となり、ATOK for Solarisの現在のスタイルに
設定されます。

■ ATOK12から
ATOK12の辞書セットのユーザー辞書がATOK17の辞書にコンバートされ、
ATOK for Solarisの辞書セットのユーザー辞書として設定されます。また、辞書
セットに設定されていたATOK12の補助辞書がATOK17の辞書にコンバートさ
れ、ATOK for Solarisの辞書セットに追加されます

■ ATOK8から
ATOK8の辞書に登録されているユーザー登録単語が、ATOK for Solarisの辞書
セットのユーザー辞書に登録されます。

■ ATOK12から
rootユーザーで実行します。

■ ATOK8から
引き継ぎたいユーザーで実行します。

/usr/bin/xatokx2cvttool

以下の終了ステータスが返されます。

0 正常終了

>0 エラーが発生した

atokx2cvttool(1)、atok12migs(1)、atok12migd(1)

名前

形式

機能説明

キーとローマ字
の設定

辞書

環境

ファイル

終了ステータス

関連項目

xatokx2cvttool(1)
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